
府中市　　　自然環境調査報告 森田　作成 ・同定

田中　同定
●調査実施 2021年2月10日(水）　晴　温度　8.2℃（１１時） ９：３０～１１：３０
●調査場所 府中市・武蔵台公園周辺
●参加者 市担当部署：2名　/　自然環境調査委員12名　（昆虫担当委員4名）
●見学者 0名
●調査・報告 田中、野口、三宅、森田      
●確認種 昆虫類＝4目6科8種　

卵　  ：　▲　　/　　幼態・蛹　：　◆　　/　　成虫　：　○　　/　　成虫の異常形　：　●　　/　　死骸　　　：　＊

目 科番 科 種 状態 確認時条件

カマキリ目 1302 カマキリ科 オオカマキリ・卵鞘 〇 武蔵台 A下・C地区 目撃・撮影

1302 ハラビロカマキリ・卵鞘 〇 武蔵台 D地区 目撃・撮影

チョウ目 2602 ミノガ科 チャミノガ 〇 武蔵台 D地区 目撃・撮影

ハエ目 2625 ドクガ科 キアシドクガ・卵 ▲ 武蔵台 A下地区 目撃・撮影

2724 ハナアブ科 ホソヒラタアブ 〇 武蔵台 A・C地区 目撃・撮影

2731 クロバエ科 オオクロバエ 〇 武蔵台 A下地区 目撃・撮影

2731 ツマグロキンバエ 〇 武蔵台 B地区 目撃・撮影

コウチュウ目 2880 テントウムシ科 ナミテントウ・蛹 ◆ 武蔵台 C地区 目撃・撮影
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所感

公園は、害虫による枯れ木の伐採中で公園の雰囲気む変わるほど。

昆虫もどこかに消えてしまい観察数が少ない。 森田

カシノナガキクイムシによる枯木の伐採が開始されていた。

被害を最小にするため3月中に完了することを望む。

この時期は観察できる昆虫の数はすくない。 田中

今日の観察は、気温が高く良い天気であった。早春であるにもかかわらず

虫たちの姿が見えない。さがすのに慣れていないためもあり、まだ活動期

に入っていないのかもしれない。今、武蔵台では木の伐採が行われていて、

多摩総合病院に行く階段手前に、住人が虫の亡骸を捨てていた。

アナを掘って埋めている住人も見かけられる。

個人的には観察の方法を学習する必要アリと感じた。 三宅

ツマグロキンバエ チャミノガ

オオカマキリ・卵鞘 キアシドクガの卵

確認場所

昆虫類報告

周囲が騒がしい。そのため表に出て来ないのかもしれない。　　

ものと思える。ほかにも植木の不法投棄など、数ヶ所見られた。多摩川河川敷も同様だがこうした不法投棄があとを絶たない。

ハラビロカマキリ・卵鞘

ナミテントウ・蛹 ホソヒラタアブ

植物班の観察でカブトムシの幼虫の死骸を見つけてくれた。現場を確認したところ他にも首のとれたものなども発見、飼育していた土ごと放棄された

オオクロバエ


